
第４７回 北信越高等学校選抜ソフトテニス大会 

第３５回 北信越高等学校ソフトテニス選抜インドア大会 

における新型コロナウイルス感染症拡大防止対策について 

 

大会開催に当たっては、スポーツ庁・文化庁、（公財）日本スポーツ協会、（公財）日本ソフトテニス連

盟等のガイドラインおよび以下の記載事項を遵守し開催する。 

 

１．大会参加者等への事前健康チェックについて 

〇引率責任者（または監督）は、来場する全ての自校関係者（部員、監督、ベンチ入り指導者、引率

責任者）の健康状態を継続的に把握すること。また、自校関係者の健康状態を毎日管理職に報告し、

来場や出場を自粛すべき者の有無を管理職と相談の上、責任を持って判断すること。 

〇引率責任者（または監督）は、朝の競技受付で来場や出場を自粛すべき者の有無を報告すること。 

 

２．来場・大会参加の制限について 

  〇本大会は有観客で実施する。 

〇以下の項目に当てはまる場合、来場や大会参加を制限する。 

参加が制限される状況 制限内容 

① 出場校関係者内に以下の該当者がいる場合 

・新型コロナウイルス感染症感染者 

・濃厚接触者 

・感染リスクがあり自宅待機が必要と判断され

た者 

〇該当者本人 

自宅等での療養、自宅待機が必要と判断されている期間

は来場・大会参加を認めない。 

〇該当者本人を除く出場校関係者 

所属校校長が許可した者に限り来場・大会参加を認める。 

② 出場校関係者内に発熱等の風邪症状や強い倦怠

感、味覚・嗅覚の異常等がある者が発生した場合 

〇該当者本人 

症状が改善するまで該当者の来場・大会参加を認めない。 

③ 出場校関係者の同居家族や身近な知人で感染者

が発生した場合 

〇該当者本人 

所属校校長が許可した場合、来場・大会参加を認める。 

 

３．来場者が遵守すべき事項 

〇発声を伴う応援を許可する。ただし、試合中の選手以外は、会場内で常にマスクを着用すること。 

  〇会場内では他人との距離を確保し、対面を避けるなど、感染対策に努めること。 

  〇試合前のアップおよび試合において、選手が密集、密接しないように注意すること。 

  〇試合開始前の挨拶、トスおよび試合後の挨拶はネットから１メートル以上離れて行うこと。 

また、試合後の対戦相手との握手は行わないこと。 

  〇応援や観戦では、観客同士が一定の距離を保ち「密」にならないように注意すること。 

  〇用具、用品（ラケット、タオル、ウェア、飲料ボトルなど）の共有、使い回しをしないこと。 

  〇試合終了の度、こまめに石鹸等で手洗いを行うこと。 

  〇会場内での飲食は、対面を避け、できるだけ周囲と間隔を取って行うこと。また、飲食の際は会話

を控え、速やかに済ませること。 

  〇飲み切れなかった飲料、残った食べ物等も含め、ゴミは必ず持ち帰ること。 

  〇その他、会場内では大会本部の指示に従うこと。 


